
公益財団法人南足柄市シルバー人材センター

ばーば倶楽部活動の概要



ばーば倶楽部とは

公益社団法人南足柄市シルバー人材センターが

南足柄市より委託を受け運営する

一時預かり保育施設です。



ばーば倶楽部とは

平成15年8月

南足柄市内の寺院（弘済寺）に開所

平成22年7月

現在地（南足柄市おかもと福祉館）に移転



シルバー人材センターとは

高年齢者が働くことを通じて生きがいを得るとともに、

地域社会の活性化に貢献する事業です。

「高年齢者等の雇用の安定等に関する法律」に基づいて

事業を展開する法人です。

平成30年3月末現在

団体数 登録会員数

全国 1,325団体 約714,000人

神奈川県 32団体 約34,600人



南足柄市シルバー人材センターの状況
シルバー人材センター登録会員の年齢

平成30年9月末現在

会員数 最高年齢 最低年齢 平均年齢

女性 79人 86歳 61歳 75.0歳

男性 173人 92歳 61歳 75.3歳

計 252人 92歳 61歳 75.2歳



ばーば倶楽部登録会員の状況

会員数 最高年齢 最低年齢 平均年齢

女性（ばーば） 20人 86歳 61歳 74.3歳

男性（じーじ） 8人 88歳 67歳 79.6歳

計 28人 88歳 61歳 75.8歳

平成30年9月末現在

シルバーまつりの仮装喫茶 ばーば・じーじとお昼タイム ばーば・じーじの健康体操講座



ばーば倶楽部活動の特徴

経験豊富な60歳以上のシルバー会員が子育てやその他の経験を生かしてお預かりします。

ばーば倶楽部では女性シルバー会員を「ばーば」、男性シルバー会員を「じーじ」と

親しみを込めて呼んでいます。

預かるのは「ばーば」と「じーじ」



ばーば倶楽部活動の特徴

入会のしおりに沿って、入会説明を受け、承諾を頂いた上でお預かりしています。

連絡メモでその日の様子をお伝えします。また、利用記録を残して次の預かりに生かします。

丁寧な説明と利用手続き

入会説明 連絡メモ 利用記録



ばーば倶楽部活動の特徴

保育士を経験した子育て支援コーディネーターが利用者とシルバー会員の懸け橋となります。

専門知識を持っているので、みんなから信頼をされています。

ちょっとした育児相談なども気軽にできる存在です。

子育て支援コーディネーターの設置



ばーば倶楽部の日々の活動

ばーばとじーじもみんなと遊ぶのが大好き

お手玉 紙芝居 手作りけん玉



ばーば倶楽部の日々の活動

ばーばとじーじもみんなと遊ぶのが大好き

お外遊び おままごと トランポリン遊び



ばーば倶楽部の日々の活動

じーじたちの手作り砂場で今日も砂遊び



ばーば倶楽部の日々の活動

救命訓練 避難訓練 対人研修

安全で安心できる預かりのために



利用者さん（ママ＆パパ）たちのからの感想・意見

子育てに疲れていましたが、主人と

２人で映画を観たり、食事をしたり、

リフレッシュでき、子ども達も楽し

めました。

ばーば倶楽部に行く

のが楽しみだよ
じーじとかくれんぼ

するのが好きです

普段、おじいちゃんやおばあちゃん

と遊ぶ機会がないので、親子で良い

体験をさせてもらっています。

出産前に通っていたテニススクール

にまた通うことになりました。毎週

決まった時間に預かってもらい、自

分の時間を有効に使えています。

通院や用事が入った時に利用してい

ます。保育士経験のあるコーディ

ネーターさんもいて安心して預けら

れます。ばーばやじーじとの遊びも

楽しんでいて、助かっています。

この支援の取り組み

が、思っていたより

もしっかりしている

ので、不安なく預け

ています。



ば～ばのつぶやき・じ～じのつぶやき

「じーじ」と呼ばれることに喜びを感じます

ばーば倶楽部で子どもたちと遊ぶこ

とが生きがいです

子どもたちは、とにかく可愛いです

自分が役に立てていることを感じら

れてうれしいです

自分の子どもや孫にできなかった

ことをばーば倶楽部で恩返しさせ

てもらっています

子どもたちと遊び、笑顔やおしゃべりから、たくさんのパワーを

もらっています

配分金（お金）をいただいている

が、お金で買えないものを子ども

たちからもらっています

定年後、新聞やテレビを見て過ご

す生活から子どもたちと接するこ

とで、地域社会にも参加するよう

になりました

子どもたちに昔の遊びも楽しんでも

らいたいです



ばーば倶楽部、課題と今後の活動に向けて

・保育満足度の向上
親御さんたちの意見要望を聞き取り、ばーばたちとも話し合いの場をもち、

利用者の満足度の向上、安全安心体制への目配りを図り、継続していきたい。

・積極的な情報提供
ばーば倶楽部の利用向上のため、行政の子育て事業

ほか子育て関連の所に出向いて説明やチラシの配布を
開始。広報にも力を入れたい。 写真：地元スーパーに依頼してチラシ置き

・シルバー会員（ばーば・じーじ）の高齢化問題
ばーば倶楽部は「元気なうちは働きたい、社会貢献をしたい」というばー

ば・じーじの意欲を受け、子育て支援というお仕事をお願いしています。し
かし成長する子どもたちと、気力・体力が低下する高齢者の間でバランスを
欠くことがあるという課題があります。コーディネーターは安心して子ども

を預かる体制が維持できるように、注意深く両者を見守っていきたい。



何より、

子どもたちが「また行きたい」

という場を作って行きたい。



公益財団法人南足柄市シルバー人材センター

この取り組みがシルバーを活用

した次世代育成のモデルになること
を願っております。

ご清聴ありがとうございました。






















